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１．はじめに 

田子倉発電所（阿賀野水系只見川）は福島県南会津郡只見町に位置し，最大出力 95,000kW の発電機４台を擁す

る 380,000kW のダム式水力発電所である．当発電所は，戦後の高度成長期の重要電源として建設され，1959 年 5
月に運転を開始したが，運転開始後 45 年を経た現在，発電機を中心に経年劣化が顕在化している．このため，発

電所の長期的な安定運転および信頼性向上を図るとともに，最新の設計技術の採用による効率的な発電出力増を図

るべく，老朽化した水車，発電機等の一括更新工事が計画された．本稿は現在施工中である「田子倉発電所４号機

一括更新工事」のうち，土木工事，特にコンクリート取壊しの施工計画について報告するものである． 
２．田子倉発電所再開発プロジェクトの概要 

田子倉発電所再開発プロジェクトは，平成 16 年 11 月から平成 24 年 6 月までの計 8 年間をかけて，計 4 台ある

水車，発電機等を一括更新しようというものである．これにより当発電所の最大発電出力は，同一使用水量で

380,000kW から 400,000kW に増強される．これまで，水力発電所の再開発は電力会社を中心に実施されているが，

それらの多くは最大発電出力が数万 kW 級の発電所を対象としたものであり，本プロジェクトは国内最大級の水力

発電所を対象とした初の再開発プロジェクトといえる． 
３．土木工事の概要 

 今回の工事は 4 号機を対象として，水車周りのコンクリー

トを一部取壊し，各新設電気機器を据付けた後，コンクリー

トで復旧するものである．図－ 1に標準断面を示す．施工対

象となるコンクリートは図－ 1におけるハッチング範囲であ

るが，既設ケーシングを流用することで施工範囲を最小化し

ている．工期は平成 16 年 11 月 9 日～平成 18 年 1 月 31 日の

15 ヵ月間である．表－ 1に主要工事の施工数量を示す． 
４．施工計画 

コンクリート取壊しの施工計画立案に際しては下記の条件

があった． 

① 1～3 号機は運転中であることから，運転機および周辺流

用構造物への影響を最小限にする必要がある（各号機は

18m 毎にレイアウトされている）． 

② コンクリート取壊し工程が電気作業も含めた大工程（発

電停止期間）に大きく影響するため，コンクリート取壊

しを効率的に施工する必要がある． 

③ 取壊し範囲の表面にはピットライナ（SS；t=9mm）およびドラフト管上部（SCS；t=45mm）の鋼板がそれ

ぞれ存在しており，コンクリートの取壊しのみならず，これらの鋼板の撤去が求められる（図－ 1参照）． 

上記①に対しては，振動，粉塵を極力発生させない工法が求められ，本工事では，コアボーリング（以下 CB），

ワイヤーソーイング（以下 WS）およびウォータージェット（以下 WJ）の併用工法を採用した．これらの方法によ

ると，コンクリート取壊しは，CB と WS によるブロック状でのコンクリート撤去，ならびに WJ によるはつりに大

図－ 1 標準断面 

表－ 1 施工数量 
工種 単位 数量 

コンクリート取壊し m3 125
コンクリート m3 145

鉄筋 t 7
廃棄物処理 t 310
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別される．②に対しては，なるべく大きなコンクリート

ブロックで切り出すことで施工能力の劣る WJ 範囲をケ

ーシング切断箇所の露出等，必要最小限とし，工程短縮

を図った．③に対しては，鋼板の背面がコンクリートで

あること，特にドラフト管上部は厚板のステンレス鋳鋼

であることから，溶接部の裏はつり等に用いられている

アークエアガウジング法（以下 AAG）を採用した．以

下，ドラフト管上部周辺のコンクリート取壊しの具体的

施工計画について記述する． 

図－ 2にドラフト管上部周辺のコンクリート取壊し

平面を示す．水車中心から 4.15m の範囲を取壊す必要が

あったが，上述の方法を採用することにより風車状の取

壊し形状となる．なお，図－ 2における第 1 象限の範囲

は電気工事の必要性から大きく取壊す． 

コンクリート取壊しに先立ち，ドラフト管上部を

AAG で撤去する．ドラフト管上部はその厚さもさるこ

とながら，背面には接合用フランジや縦横リブ等がある

ことから，撤去範囲はなるべくそれらを避けた上で最小

化すべく，後述する CB および WS 施工箇所のみとした． 

ドラフト管上部周辺コンクリートの取壊し方法は以

下のとおりである（図－ 3参照）． 

① ドラフト管内から鋼板を AAG にて撤去した部分か

ら法線方向に CB を縦スリット状に連続削孔し，上

下端の法線 CB と頂点で出会うよう点検用通路から

接線方向 CB を 2 本削孔する（図－ 3（1）参照）． 

② 鉛直面，上下部水平面それぞれを WS にて切断する

（図－ 3（2）参照）． 

③ 切断されたコンクリートブロックをドラフト管内

に引き出し，発電所内の天井クレーンにて撤去する

（図－ 3（3）参照）． 

④ ①～③を繰り返す． 

⑤ WJ にてケーシングを露出させる（図－ 3（4）参照）． 

一方，以上の施工計画を立案するにあたり，各施工段

階での 3 次元 CAD 図面（4 次元 CAD）を作成し，流用

ケーシング等に損傷を与えることがないことを確認し

た（図－ 4参照）． 

５．おわりに 

国内最大級の水力発電所である田子倉発電所で実施されている 4 号機一括更新工事のうち土木工事，特にコンク

リート取壊しの施工計画について報告した．施工計画立案後，平成 17 年 1 月から取り壊し工事を開始し，順調な進

捗を見ている．今後，多くの水力発電所が老朽化していく中，純国産クリーンエネルギーである水力発電の重要性

はますます増すものと考えられる．そうしたことからも水力発電所再開発計画が増加するものと思われ，本例が今

後の参考になれば幸いである． 

図－ 2 取壊し平面（ドラフト管周辺） 
 

   
（1）コアボーリング（CB） （2）ワイヤーソーイング（WS） 

   
（3）ブロック引き出し  （4）ウォータージェット（WJ） 

図－ 3 コンクリート取壊し施工方法 

 

   
（1）取壊し前    （2）ブロック撤去時 

  
（3）WJ 時     （4）取壊し後 

図－ 4 3D-CAD 図面 
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